
【グラフ1】　「うどん・そうめん・そば」全国の輸出金額推移〈全国分〉
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【グラフ2】　「うどん・そうめん・そば」仕向国別輸出(金額)シェア−〈全国分〉
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世界に広がる日本の食文化　＝うどん・そうめん・そばの輸出動向＝

　平成２５年１２月、「和食：日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文
化遺産に登録になり、日本食・食文化の海外展開は更なる発展・普及が期
待されます。
　登録された日本の食文化の特徴として、①多様で新鮮な食材とその持
ち味の尊重、②栄養バランスに優れた健康的な食生活、③自然の美しさや
季節の移ろいの表現、④正月などの年中行事との密接な関わり、の４項目
が内容となっております。
　「うどん・そうめん・そば」通の方なら、出汁や薬味の種類など、「こだわ
り」を持っているのではないかと思います。
こうした“出汁の文化”や“薬味の文化”も「うどん・そうめん・そば」などの食
材があって成立する文化。そこで今回は、「うどん・そうめん・そば」の輸出
動向を調査しました。
　財務省貿易統計から「うどん、そうめん及びそば（加熱による調理を
し、詰物をし又はその他の調整をしたものを除く。）：輸出統計品目番号
（１９０２．１９－２００）」を調べると、２０１３年における全国の輸出金額は
２９億３百万円（輸出数量は１０，４２４トン）でした。過去５年間の輸出金額
の傾向を見ると、約３２億円から２８億円の間で推移しております。(グラフ１
参照)
　また、２０１３年における全国の仕向国別シェアー（金額ベース）では、１位
がアメリカ合衆国（３４．１％）、２位が香港（２５．１％）で、１位と２位で全体の約
６０％を占めていることがわかります。次いでシンガポール（８．５％）、台湾（５．８
％）、オーストラリア（３．１％）の順になっております。
　なお、２００９年における仕向国別シェアーとの比較においては、順位はほ

ぼ同様の結果でした。（グラフ２参照）
　２０１３年における「うどん・そうめん・そば」の輸出相手国・地域は５０
か国となっており、今後も日本食レストランやスーパーの拡大が期待され
ることから、更なる輸出拡大につながるものと考えます。
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東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
連
合
会
連
絡
協
議
会
・

青
年
部
連
合
会
連
絡
協
議
会
主
催
の
標
記
大
会
並
び

に
主
張
発
表
大
会
東
北
・
北
海
道
ブ
ロッ
ク
大
会
が
平

成
25
年
10
月
23
日
に
青
森
県
の「
ホ
テ
ル
青
森
」で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、秋
田
県
代
表
と
し
て
伊
藤
建

友
株
式
会
社
の
高
橋
秀
彰
さ
ん（
由
利
本
荘
市
商
工
会

青
年
部
）が
出
場
し
、見
事「
最
優
秀
賞
」を
受
賞
し
、

全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
本
県
と
し

て
は
平
成
20
年
度
以
来
３
人
目
の
快
挙
と
な
り
ま
し

た
。
高
橋
さ
ん
は「
青
年
部
活
動
に
参
加
し
て
～
10
年

間
の
活
動
を
振
り
返
り
～
」と
題
し
、「
自
分
た
ち
の
事

業
が
地
域
か
ら
必
要
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
た
。
青
年

部
活
動
を
通
し
て
相
手
側
の
目
線
で
考
え
行
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
青
年
部
活
動
が
自
分
を
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
」な
ど
の
内
容
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、研
修
会
で
は
開
催
地
青
森
県
内
の
青
年
部
に
よ

る
活
動
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、本
県
参
加
者
も
今
後
の

青
年
部
活
動
への
参
考
に
し
よ
う
と
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
２
月
４
日
、５
日
に
、埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の

「
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
」及
び「
大
宮
ソ
ニッ
ク
シ

テ
ィ
」に
お
い
て
、「
第
15
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
約
５
，２
０
０
名
、本
県
か
ら
は

62
名
の
商
工
会
青
年
部
長
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
一
日
目
は
、初
め
に
式
典
が
行
わ
れ
、組
織
及
び

事
業
推
進
に
つい
て
優
秀
な
青
年
部
に
対
し
全
国
大
会

顕
彰
が
、青
年
部
功
労
者
に
対
し
感
謝
状
が
そ
れ
ぞ
れ

授
与
さ
れ
、顕
彰
で
は
本
県
の
よ
こ
て
市
商
工
会
青
年
部

が「
地
域(

ま
ち)

づ
く
り
部
門
」で
、感
謝
状
は
美
郷
町
商

工
会
青
年
部
前
部
長
の
高
橋
龍
請
さ
ん
が
受
賞
し
ま
し

た
。
続
い
て
、主
張
発
表
大
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
県
の
高
橋
秀
彰
さ
ん（
由
利
本
荘
市
商
工
会
青
年
部
）

が
、東
北
・
北
海
道
ブ
ロッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
最
優
秀
賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、全
国
の

「
仲
間
」へ
熱
い
思
い
を
伝
え
る
堂
々
と
し
た
発
表
を
行

い
ま
し
た
。（
最
優
秀
賞
は
近
畿
ブ
ロッ
ク
代
表
・
和
歌
山

県
古
座
川
町
商
工
会
青
年
部
森
武
志
さ
ん
）

　
２
日
目
は
、大
会
参
加
者
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
造

の
場
と
し
て
商
人（
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
）商
談
会
、全
国
で
部

員
増
強
運
動
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
青
年
部
の

成
功
事
例
発
表
等
が
行
わ
れ
、最
後
は
全
国
の
都
道
府

県
青
連
会
長
が
登
壇
し
、フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

主
張
発
表
大
会
で
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最
優
秀
賞
！

第
15
回

　

商
工
会
青
年
部
全
国
大
会

（
埼
玉
大
会
）

第
20
回
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会

青
年
部
員
交
流
研
修
会

由
利
本
荘
市

商
工
会
青
年
部
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